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 実験材料は雪，各種ガラス，木材であり，図 1に使用したガラスの写真，表 1にガラスの
性能を示す． 




種類 透過率 特徴 
フロートガラス 100％ 一般的なガラス 
Low-e ガラス 20％ 表面を金属などでコーティングしたガラス 
熱線反射ガラス ８％ 鏡に近いガラス 
鏡 ０％ 一般的な鏡 
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2）太陽高度及び太陽方位角の算出 
観測日は 3月 14 日，観測地点は北緯φ；39.39371°，東経λ：140.13001°とした． 
理科年表より，視赤緯δ：-2.63944°，視赤経α：23h35m34.8s，均時差 e：-9.33m とした． 
① 真太陽時 t = 観測時 + (λ − 135°) × 4 + e 
② 時角 ̀ = (真太陽時− 12) × 15° 
③ sinℎ = sin sin + cos cos cos  ̀
④ sin =  
 
① 式より，10 時の真太陽時は，真太陽時 t = 10 時 + (λ − 135°) × 4 + e 
 = 10.20 
② 式より，10 時の時角は，時角 ̀ = (10.2052004− 12) × 15° = −26.92 
③ 式より，10 時の太陽高度は，sin ℎ = sin sin + cos cos cos  ̀
＝41.22 
④ 式より，10 時の太陽方位角は，sin =  
                     ＝− 26.87 
同様にして，11 時から 13 時までの値を求めたものを表 2 に示す． 
1 時間ごとに設置台と箱を太陽方位角に合わせるため調節した． 
表 2 時間毎の真太陽時，時角，太陽高度，太陽方位角の変化 
 真太陽時 時角 太陽高度 太陽方位角 
10 時 10：20  －26.92 41.22   －26.87 
11 時 11：20 －11.92 46.55 －11.88 
12 時  12：20 3.078 47.81 3.038 











               平成 30 年 3 月 16 日 金曜日 
表２ ガラス別の雪の高さの推移 
 9 時 50 分  
3℃ 雪 
11 時 20 分 
3℃ 曇り 
12 時 30 分 
4℃ 曇り 
13 時 30 分 
3℃ 曇り 
フロートガラス 255mm 250mm 235mm 230mm 
Low-e ガラス 245mm 240mm 240mm 240mm 
ガラスなし A 235mm 230mm 220mm 210mm 
熱線反射ガラス 240mm 235mm 240mm 225mm 
鏡 260mm 250mm 245mm 240mm 
ガラスなし B 255mm 250mm 245mm 240mm 
 
表 3 ガラス別の一時間ごとの融雪
 9 時 50 分  
3℃ 雪 
11 時 20 分  
3℃ 曇り 
12 時 30 分  
4℃ 曇り 
13 時 30 分 
3℃ 曇り 
フロートガラス 0mm 5mm 15mm 5mm 
Low-e ガラス 0mm 5mm 0mm 0mm 
ガラスなし A 0mm 5mm 10mm 10mm 
熱線反射ガラス 0mm 5mm -5mm 15mm 
鏡 0mm 10mm 5mm 5mm 







Low-e ガラスは 5mm しか変化しておらず，太陽光を透過させてしまったと考えられる．ま
た，熱線反射ガラスの変化は 15mm,鏡の変化は,20mm であった. 
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9:50 11:20 12:30 13:30
融雪の経過
フロートガラス low-eガラス
熱線反射ガラス 鏡
